
 

 

「自動車関係税制のあり方に関する検討会」開催要綱 

（令和７年３月 21日 地方財政審議会決定） 

 

 

１．趣  旨 

令和７年度与党税制改正大綱において示された自動車関係諸税の総合的な

見直しに関し、地方財政審議会の下で本検討会を開催し、令和８年度税制改正

に向けて、専門的検討を行う。 

 

２．名  称 

本検討会は、「自動車関係税制のあり方に関する検討会」（以下「検討会」とい

う。）と称する。 

 

３．構  成 

地方財政審議会委員、別紙に掲げる地方財政審議会特別委員（関連する分

野の学識経験者として、地方財政審議会令第２条第２項に基づき総務大臣が任

命）をもって、検討会を構成する。 

 

４．運  営 

（１）検討会に座長を置き、地方財政審議会会長がこれを務める。 

（２）検討会は、座長が運営する。 

（３）検討会は、必要に応じ、関係者の出席を求めることができる。 

（４）検討会の会議は、原則として公開しないが、会議終了後、配布資料を公表す

るとともに、必要に応じブリーフィングを行う。また、速やかに会議の議事概要

を作成し、これを公表するものとする。 

（５）この要綱に定めるもののほか、検討会の運営に関し必要な事項は、座長が

決定する。 
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自動車関係税制のあり方に関する検討会（案） 
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（◎は座長） 


